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みなさまからの投稿をお待ちしております！
　E-Mail: jicogawa@jca.apc.org

　『自治労音協ホームページ』 URL先はhttp://www.jca.apc.org/~jicogawa/
　『自治労と音楽のページ』URL先はhttp://www33.ocn.ne.jp/~tmatsu/
　『日本音楽協議会のページ』URL先はhttp://www.yomogi.or.jp/~uncle/

♪事務局からの
　お知らせ！

　

行く年＊亥…来る年＊子
2007年度の活動をふりかえって！！

新
春
の
お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す

昨
年
は
、
東
京
で
の
は
た
ら
く
も
の
の
音
楽
祭
に
多
く
の
会
員
の
皆
様
と
出
演
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
二
〇
〇
八
年
は
秋
田
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
常
の
成
果
を
発
表
す
る
場
と
し
て
、
日
本
音
楽
協
議
会
に
結
集
し
働
く
も
の
の
文

化
活
動
を
交
流
し
前
進
さ
せ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

２
０
０
８
年
　
元
旦

　

第４０回はたらくものの音楽祭　女性コーラス

　
　
自
治
労
音
楽
協
議
会
会
長
　
磯
野
　
友
一

お
久
し
ぶ
り
で
す
。
新
潟
の
山
田

由
紀
子
で
す
。

直
樹
は
２
ヶ
月
半
を
過
ぎ
ま
し

た
。
始
め
は
泣
い
て
ば
か
り
で
ど
う

な
る
事
か
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

成
長
し
て
、
今
は
と
て
も
落
ち
着
い

て
き
ま
し
た
。
あ
や
す
と
喜
ん
で
可

愛
い
笑
顔
を
し
ま
す
。
声
も
出
し
て

い
ま
す
。

私
は
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
の
練
習
を

再
開
し
ま
し
た
。
さ
ほ
ど
上
達
は
し

て
い
ま
せ
ん
が
。

写
真
コ
メ
ン
ト

Ｂ
ａ
ｂ
ｙ
★
Ｂ
ａ
ｂ
ａ
さ
ん
の

長
男
　
山
田
直
樹
く
ん
０
歳

会
員
か
ら
の
た
よ
り

会
員
か
ら
の
た
よ
り

会
員
か
ら
の
た
よ
り

会
員
か
ら
の
た
よ
り

会
員
か
ら
の
た
よ
り

　「コント自衛隊」上演　中央　久保敏孝　右　田中路男
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「第４０回はたらくものの音楽祭」大成功！「第４０回はたらくものの音楽祭」大成功！「第４０回はたらくものの音楽祭」大成功！「第４０回はたらくものの音楽祭」大成功！「第４０回はたらくものの音楽祭」大成功！
自治労は構成詩発表！自治労は構成詩発表！自治労は構成詩発表！自治労は構成詩発表！自治労は構成詩発表！

◇
自
治
労
発
表
は
？
「
構
成

詩
」最

終
日
９
月
１
５
日
午
後
『
日
本

国
憲
法
は
だ
れ
の
も
の
』
を
発
表
。

初
め
て
参
加
し
た
青
年
部
の
仲
間
、

（
愛
知
、
新
潟
）
と
北
海
道
か
ら
参

ギター伴奏は春日井さん

全
電
通
会
館
ホ
ー
ル
に
全
国
か
ら
３
０
０
人
が
結
集
！

２
０
０
８
年
秋
田
市
５
月
３
１
日
〜
６
月
１
日
に
再
会
を
確
認
！

２
０
０
８
年
秋
田
市
５
月
３
１
日
〜
６
月
１
日
に
再
会
を
確
認
！

２
０
０
８
年
秋
田
市
５
月
３
１
日
〜
６
月
１
日
に
再
会
を
確
認
！

２
０
０
８
年
秋
田
市
５
月
３
１
日
〜
６
月
１
日
に
再
会
を
確
認
！

２
０
０
８
年
秋
田
市
５
月
３
１
日
〜
６
月
１
日
に
再
会
を
確
認
！

加
の
渡
辺
さ
ん
、
東
京
の
女
性
６
人

の
活
躍
で
無
事
構
成
詩
を
発
表
。

伴
奏
は
、
松
本
さ
ん
（
キ
ー
ボ
ー

ド
）
、
春
日
井
さ
ん
（
ギ
タ
ー
）

で
、
「
Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ｓ
Ｏ
Ｕ
」
「
決
意
」

「
月
桃
」
な
ど
５
曲
を
合
唱
、
女
性

コ
ー
ラ
ス
や
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
組
み

入
れ
ま
し
た
。

音
楽
祭
は
、
司
会
を
自
治
労
か
ら

は
松
本
敏
之
（
日
音
協
事
務
局
）
、

遠
藤
智
子
（
自
治
労
東
京
）
の
２
名

が
担
当
。
自
治
労
音
協
会
員
の
各
県

支
部
で
の
活
躍
が
目
立
ち
ま
し
た
。

ま
た
、
連
合
東
京
も
協
賛
し
、
遠

藤
会
長
、
須
永
国
民
運
動
担
当
役
員

「日本国憲法はだれのもの」発表風景

袋
西
口
公
園
野
外
ス
テ
ー
ジ
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
会
員
で
は
愛
知
県
岡

崎
市
職
か
ら
参
加
の
春
日
井
さ
ん
、

東
京
の
狭
石
啓
子
さ
ん
が
出
演
し
ま

し
た
。

公
園
広
場
を
通
り
過
ぎ
る
人
も
足

を
止
め
、
ス
テ
ー
ジ
の
歌
声
が
池
袋

西
口
広
場
に
響
き
渡
り
ま
し
た
。 ブービーバンド演奏風景

も
駆
け
つ
け
、
４
０
分
の
シ
ン
グ

ア
ウ
ト
を
参
加
者
と
い
っ
し
ょ
に
歌

い
、
会
場
は
お
お
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

◇
野
外
コ
ン
サ
ー
ト
に
出
演

３
日
目
、
野
外
コ
ン
サ
ー
ト
が
池
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◆
自
治
労
音
楽
協
議
会
役
員
体
制

◆
自
治
労
音
楽
協
議
会
役
員
体
制

◆
自
治
労
音
楽
協
議
会
役
員
体
制

◆
自
治
労
音
楽
協
議
会
役
員
体
制

◆
自
治
労
音
楽
協
議
会
役
員
体
制

会
　
長

　
磯
野
　
友
一
　（
富
山
）

副
会
長

　
桑
野
　
功
　
　（
北
海
道
）

　
同
　
　
　
細
川
　
剛
　
　（
香
川
）

（
ブ
ロ
ッ
ク
選
出
）

幹
　
事
　
　
欠
員
　
　
　
　（
北
海
道
）

　
同
　
　
　
井
加
田
ま
り
　（
北
信
）

　
同
　
　
　
高
野
　
直
美
　（
東
北
）

　
同
　
　
　
桃
井
　
雅
和
　（
関
東
甲
）

　
同
　
　
　
中
山
　
順
二
　（
東
海
）

　
同
　
　
　
西
藤
　
安
彦
　（
近
畿
）

　
同
　
　
　
島
田
万
里
江
　（
中
国
）

　
同
　
　
　
前
田
マ
ユ
ミ
　（
四
国
）

　
同
　
　
　
吉
田
　
斉
子
　（
九
州
）

事
務
局
長
　
松
本
　
敏
之
　（
栃
木
）

事
務
局
次
長
　
小
川
　
典
子
　（
東
京
）

事
務
局
次
長
　
藤
原
　
清
　
　（
東
京
）

事
務
局
次
長
　
狭
石
　
利
美
　（
東
京
）

事
務
局
次
長
　
古
谷
　
昌
代
　（
滋
賀
）

第
１
５
回
自
治
労
音
協

第
１
５
回
自
治
労
音
協

第
１
５
回
自
治
労
音
協

第
１
５
回
自
治
労
音
協

第
１
５
回
自
治
労
音
協

総
会
開
催
！

総
会
開
催
！

総
会
開
催
！

総
会
開
催
！

総
会
開
催
！

音
楽
祭
初
日
、
９
月
１
４
日
（
金
）
大

音
楽
会
終
了
後
５
時
か
ら
総
評
会
館
に
２

３
名
が
出
席
し
開
催
。

２
０
０
８
（
７
）
活
動
方
針
と
新
役
員

体
制
を
確
認
し
た
。
会
長
は
岩
手
の
伊
澤

さ
ん
に
替
わ
り
、
富
山
の
磯
野
さ
ん
が
選

出
さ
れ
た
。
〔
音
楽
祭
が
お
く
れ
た
た
め

０
８
と
記
入
し
ま
す
）

今
か
ら
遡
る
事
約
２
年
前
…
我
ら

が
自
治
労
音
協
の
Ｃ
Ｄ
を
作
ろ
う
！

と
総
会
及
び
幹
事
会
で
提
案
し
た
ま

で
は
良
か
っ
た
の
で
す
が
、
未
だ
発

表
で
き
な
い
状
況
で
す
（
ト
ホ

ホ
）
。

松
本
事
務
局
長
や
他
の
幹
事
の

方
々
と
収
録
す
る
曲
に
つ
い
て
の
協

議
を
行
い
、
数
曲
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
、
そ
の
作
者
の
み
な
さ
ん
に
ハ

ガ
キ
で
収
録
に
つ
い
て
の
意
思
確
認

を
し
た
と
こ
ろ
ま
で
は
良
か
っ
た
の

で
す
か
…
。
後
の
作
業
が
思
う
よ
う

に
進
ま
ず
、
現
在
ま
で
引
っ
張
っ
て

し
ま
っ
た
次
第
で
す
。

た
だ
、
こ
の
間
全
く
サ
ボ
っ
て
い

た
訳
で
は
な
く
、
何
曲
か
は
レ
コ
ー

デ
ィ
ン
グ
作
業
を
し
て
ラ
フ
ミ
ッ
ク

ス
を
作
成
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

作
者
ご
本
人
か
ら
音
源
を
提
供
し
て

い
た
だ
き
、
ミ
ッ
ク
ス
作
業
を
進
め

た
も
の
も
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
て
コ
ツ
コ
ツ
と
曲
数
を
稼

い
で
は
い
る
の
で
す
が
…
そ
こ
は
素

人
作
業
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
は
な

か
な
か
思
う
よ
う
に
作
業
が
捗
ら
な
い

訳
で
…
。

し
か
し
、
こ
の
ま
ま
ダ
ラ
ダ
ラ
と
時

間
ば
か
り
が
過
ぎ
て
行
く
の
は
良
く
な

い
！
と
い
う
こ
と
で
、
今
回
の
音
楽
祭

に
は
何
ら
か
の
成
果
物
を
お
届
け
し
よ

う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
現
在
手
元
に
あ
る
音
源

（
３
〜
４
曲
程
度
）
だ
け
で
「
ミ
ニ

ア
ル
バ
ム
」
を
先
攻
リ
リ
ー
ス

（
？
）
し
ま
す
。
正
式
版
ま
で
に
は

ま
だ
ま
だ
時
間
が
か
か
る
と
思
わ
れ

る
の
で
、
そ
れ
ま
で
の
場
ツ
ナ
ギ
と

い
う
感
覚
は
否
め
ま
せ
ん
が
、
「
今

の
我
々
の
姿
」
を
見
て(

聴
い
て)

い
た

だ
く
の
は
と
て
も
意
義
の
あ
る
こ
と

だ
と
考
え
ま
す
。

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
第
二
弾
、
第

三
弾
の
ミ
ニ
ア
ル
バ
ム
を
制
作
し
て

行
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
曲
数
も

た
ま
り
、
正
式
版
の
完
成
に
一
歩
ず

つ
近
づ
い
て
行
く
こ
と
に
な
る
で
し
ょ

自
治
労
音
協
Ｃ
Ｄ
制
作
に
つ
い
て

自
治
労
音
協
Ｃ
Ｄ
制
作
に
つ
い
て

自
治
労
音
協
Ｃ
Ｄ
制
作
に
つ
い
て

自
治
労
音
協
Ｃ
Ｄ
制
作
に
つ
い
て

自
治
労
音
協
Ｃ
Ｄ
制
作
に
つ
い
て

　
　
　
　
…
そ
の
後
の
進
捗
状
況
と
お
詫
び

　
　
　
　
…
そ
の
後
の
進
捗
状
況
と
お
詫
び

　
　
　
　
…
そ
の
後
の
進
捗
状
況
と
お
詫
び

　
　
　
　
…
そ
の
後
の
進
捗
状
況
と
お
詫
び

　
　
　
　
…
そ
の
後
の
進
捗
状
況
と
お
詫
び

う
。時

間
と
環
境
が
許
さ
れ
れ
ば
、
録

音
作
業
の
た
め
の
合
宿
も
組
み
た
い

で
す
ね
。
集
ま
れ
る
メ
ン
バ
ー
だ
け

で
も
良
い
の
で
２
日
間
と
か
３
日
間

み
っ
ち
り
と
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
た

め
に
時
間
を
割
け
れ
ば
…
な
ど
と
考

え
て
い
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
我

が
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ス
タ
ジ
オ(Studio

Peach)

を
拠
点
に
す
る
の
も
ア
リ
か

と
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
少
し
ず
つ
で

も
録
音
を
重
ね
、
音
源
を
増
や
し
て

行
く
こ
と
が
肝
要
で
す
ね
。

作
業
の
ペ
ー
ス
が
非
常
に
鈍
く
て

音
協
会
員
の
み
な
さ
ん
に
は
大
変
申

し
訳
な
い
の
で
す
が
、
ど
う
ぞ
暖
か

い
目
で
見
守
っ
て
や
っ
て
く
だ
さ

い
。

※
収
録
曲
の
こ
と
や
、
録
音
・
そ

の
他
Ｃ
Ｄ
制
作
に
つ
い
て
の
ご
意

見
等
は
私
の
ア
ド
レ
ス

momoi@olive.ocn.ne.jp

ま
で
メ
ー

ル
を
お
願
い
し
ま
す
。

桃
井
雅
和
（
関
東
甲
幹
事
）

２００７年度自治労音楽協議会
年会費の納入のお願い

２００７年度会費は２０００円です。
これまでの会費については、郵便振込用紙を送付いたしまし
たので、未納の会員のかたは納入してください。労金でも以下
の口座で受付けます。
なお納入状況はメールでお問い合わせください。

  問いあわせ先　ogawan@ubcnet.or.jp
中央労働金庫新宿支店　普通預金８９２９１４５
自治労音楽協議会
郵便振替　００１１０-８-５７１２３６
自治労音楽協議会

北海道ＦＭカンパニー演奏風景

（３）
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７
月
３
１
日
、
前
号
の
予
告
ど
お

り
新
宿
区
大
久
保
の
労
音
会
館
「
Ｒ

‘
Ｓ
（
ア
ー
ル
ズ
）
ア
ー
ト
コ
ー

ト
」
で
「
ぼ
く
ら
の
森
に
は
〜
チ
ェ

オ
ボ
ン
東
京
公
演
」
を
主
催
し
た
。

会
場
い
っ
ぱ
い
の
１
７
０
人
が
来
場

し
、
主
催
者
と
し
て
は
満
員
の
観
客

の
前
で
演
じ
て
い
た
だ
く
と
い
う
最

低
限
の
ノ
ル
マ
を
何
と
か
果
た
す
こ

と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
こ
れ
も
予

告
ど
お
り
満
員
で
も
１
２
万
円
の
赤

字
だ
っ
た
。
今
回
は
ス
ポ
ン
サ
ー
が

い
た
の
で
、
気
持
ち
的
に
は
楽
だ
っ

た
が
、
や
は
り
赤
字
を
出
す
興
業
は

そ
う
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
繰
り
返
せ
な

い
。

ラ
タ
ナ
コ
ー
ン
（
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
は

ト
ー
）
と
毎
日
７
〜
８
時
間
の
練
習

を
行
い
、
そ
こ
か
ら
新
た
な
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
と

こ
ろ
が
、
彼
女
は
は
じ
め
、
ラ
オ
ス

に
「
同
化
」
す
る
こ
と
を
懸
命
に
心

が
け
た
。
し
か
し
、
ど
う
や
っ
て
も

生
ま
れ
育
っ
た
と
こ
ろ
の
人
と
一
体

に
は
な
れ
な
い
と
痛
感
し
、
ラ
オ
ス

人
に
「
な
り
き
る
努
力
」
を
止
め
た

と
い
う
。
そ
こ
か
ら
新
た
な
両
者
の

関
係
が
生
ま
れ
始
め
た
。
そ
れ
ぞ
れ

が
自
己
主
張
を
続
け
、
激
突
す
る
こ

と
も
前
向
き
に
捉
え
、
難
産
の
末
、

日
本
人
の
あ
さ
ぬ
ま
さ
ん
は
ラ
オ
ス

人
の
自
然
な
動
き
、
呼
吸
を
感
じ
取

る
こ
と
が
出
来
、
ラ
オ
ス
人
の
ト
ー

は
あ
さ
ぬ
ま
さ
ん
の
感
情
や
表
現
を

受
け
入
れ
て
い
っ
た
。

そ
う
し
て
、
あ
さ
ぬ
ま
は
公
演
半

月
前
に
帰
国
、
そ
し
て
ト
ー
は
５
日

前
に
来
日
し
た
。
来
日
前
の
７
月
初

旬
に
ラ
オ
ス
で
二
人
の
初
共
演
が

あ
っ
た
。
そ
の
時
に
は
ほ
ぼ
日
本
初
演

の
形
が
出
来
た
そ
う
だ
が
、
そ
れ
で
も

多
く
の
課
題
が
あ
り
、
不
安
も
の
ぞ
か

せ
て
い
た
。
そ
う
い
っ
た
経
過
の
な
か

で
、
私
は
公
演
３
日
前
に
初
め
て
二
人

の
稽
古
場
を
訪
れ
、
初
演
の
イ
メ
ー
ジ

を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
た
。

ラ
オ
ス
社
会
の
中
に
普
通
に
在
る
も

の
を
人
形
な
ど
に
模
し
、
そ
れ
を
人
形

ら
し
く
、
と
い
う
か
動
物
や
鳥
や
、
時

に
は
擬
人
に
見
せ
る
よ
う
な
動
き
。
つ

ま
り
、
小
道
具
は
人
形
で
は
な
く
、
た

だ
の
椰
子
の
実
で
あ
り
、
布
で
あ
り
、

木
の
実
で
あ
り
、
箒
で
あ
る
。
そ
れ
が

ト
ー
や
あ
さ
ぬ
ま
の
手
に
か
か
る
と
人

間
や
動
物
や
鳥
の
動
き
に
な
っ
て
い

く
。こ

う
い
っ
た
動
き
が
出
来
る
よ
う
に

な
る
ま
で
の
過
程
が
異
文
化
の
出
会

い
、
交
流
、
激
突
、
融
合
、
発
展
だ
。

文
化
は
基
本
的
に
は
創
造
的
で
あ
り
、

革
新
的
で
あ
り
、
平
和
・
友
好
的
で
あ

る
。さ

て
、
公
演
か
ら
３
日
後
の
８
月
３

日
、
自
治
労
東
京
都
本
部
「
ラ
オ
ス
読

書
推
進
活
動
支
援
ツ
ア
ー
」
参
加
の
２

３
人
（
後
日
３
人
が
追
加
、
合
流
）
が

成
田
を
飛
び
立
ち
、
ラ
オ
ス
に
向
か
っ

た
。
私
自
身
は
荒
川
区
職
労
と
し
て
初

め
て
ラ
オ
ス
を
訪
問
し
た
１
９
９
７
年

以
降
、
１
５
回
目
の
訪
問
、
そ
の
う

ち
活
動
交
流
は
１
０
回
を
数
え
る
。

４
年
前
か
ら
正
式
に
都
本
部
ツ
ア
ー

と
位
置
づ
け
ら
れ
、
３
年
前
か
ら
は

交
流
だ
け
で
な
く
「
セ
ミ
ナ
ー
」
開

催
と
な
っ
た
。
セ
ミ
ナ
ー
の
主
催
は

ラ
オ
ス
政
府
（
情
報
文
化
省
）
だ

が
、
指
導
者
と
資
金
を
自
治
労
が
受

け
持
つ
と
い
う
あ
ん
ば
い
だ
。
今
年

は
ラ
オ
ス
全
国
か
ら
子
ど
も
文
化
セ

ン
タ
ー
お
よ
び
図
書
館
を
中
心
と
し

た
職
員
４
４
人
が
受
講
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
は
読
書
推
進
の
た
め
の

技
術
を
伝
え
る
と
い
う
こ
と
で
、

ペ
ー
プ
サ
ー
ト
を
３
年
連
続
し
て
メ

イ
ン
テ
ー
マ
と
し
、
ラ

オ
ス
で
入
手
で
き
る
素

材
を
活
用
す
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
用
意
し
た
。
数

年
前
ま
で
は
、
日
本
で

の
教
科
書
ど
お
り
に
き

ち
ん
と
伝
え
る
こ
と
が

大
事
と
思
い
込
ん
で
い

た
。
応
用
す
る
に
し
て

も
公
式
を
は
ず
さ
な
い

よ
う
に
と
考
え
て
い

た
。
し
か
し
、
「
テ
キ

ス
ト
ど
お
り
立
派
な
も

の
を
作
り
た
い
が
、
ラ

オ
ス
で
は
材
料
が
手
に

道
楽
道

白
石
　
孝
（
荒
川
区
職
労
書
記
長
）

出
会
い
、

出
会
い
、

出
会
い
、

出
会
い
、

出
会
い
、
交
流
、

交
流
、

交
流
、

交
流
、

交
流
、
融
合
〜
ラ
オ
ス
人
形
劇
と
読
書
推

融
合
〜
ラ
オ
ス
人
形
劇
と
読
書
推

融
合
〜
ラ
オ
ス
人
形
劇
と
読
書
推

融
合
〜
ラ
オ
ス
人
形
劇
と
読
書
推

融
合
〜
ラ
オ
ス
人
形
劇
と
読
書
推

進
活
動
支
援
ツ
ア
ー

進
活
動
支
援
ツ
ア
ー

進
活
動
支
援
ツ
ア
ー

進
活
動
支
援
ツ
ア
ー

進
活
動
支
援
ツ
ア
ー

連
載
そ
の
１
４

連
載
そ
の
１
４

連
載
そ
の
１
４

連
載
そ
の
１
４

連
載
そ
の
１
４

ラ
オ
ス
の
人

形
役
者
と
日
本

の
パ
ン
ト
マ
イ

マ
ー
が
い
っ
た

い
ど
ん
な
演
技

を
す
る
の
か
、

主
催
者
自
身
も

皆
目
見
当
が
つ

か
ず
、
不
安
と

期
待
が
交
差
し

て
い
た
。
あ
さ

ぬ
ま
・
ち
ず
こ

さ
ん
は
５
月
か

ら
ラ
オ
ス
に
滞

在
、
共
演
者
の

ベープサートを実演するラオスの研修生

入
ら
な
い
も
の
ば
か
り
」
と
い
う
反

応
が
返
っ
て
き
た
。
そ
う
い
っ
た
過

去
の
経
験
を
積
み
重
ね
、
今
年
は
満

を
持
し
て
「
リ
サ
イ
ク
ル
工
作
」
な

ど
も
用
意
し
た
。
例
え
ば
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
や
牛
乳
紙
パ
ッ
ク
を
利
用
し
た

人
形
作
り
な
ど
だ
。
確
か
に
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
は
首
都
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
に
存

在
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
バ
ス
で
二
日

か
け
て
た
ど
り
着
く
地
方
に
は
そ
の

ペ
ッ
ト
す
ら
な
い
、
だ
か
ら
「
学
ん

で
も
身
に
つ
か
な
い
」
と
い
う
の

だ
。
し
た
が
っ
て
今
年
の
セ
ミ
ナ
ー

で
も
「
リ
サ
イ
ク
ル
」
へ
の
挑
戦
は

未
完
に
終
わ
っ
た
。
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★
自
治
労
東
京
都
本
部
「
ラ
オ
ス
読
書

推
進
活
動
支
援
ツ
ア
ー
」
詳
細
は
都
本

部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

都
本
部
公
開
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　

　 http://tohonbu.jp/

帰
途
に
着
く
な
か
で
自
然
と
セ
ミ

ナ
ー
の
反
省
に
話
題
は
集
中
す
る
。

そ
の
時
、
人
形
劇
の
シ
ー
ン
が
頭
を

よ
ぎ
っ
た
。
ラ
オ
ス
の
人
々
の
日
常

の
中
に
あ
る
も
の
、
自
然
の
も
の
を

素
材
に
出
来
る
の
で
は
な
い
か
。
来

年
、
も
し
セ
ミ
ナ
ー
を
継
続
開
催
で

き
る
の
な
ら
、
ま
ず
は
村
に
入
り
、

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
な
が
ら
素
材
を
探

し
て
み
よ
う
で
は
な
い
か
。
そ
こ
か

ら
セ
ミ
ナ
ー
が
始
ま
る
。
こ
れ
も
ま

た
「
押
し
付
け
」
で
は
な
く
「
融

合
」
の
一
歩
に
な
る
に
違
い
な
い
。

出
会
い
、
交
流
は
い
つ
も
わ
く
わ
く

さ
せ
る
こ
と
ば
か
り
だ
。
だ
か
ら
交

流
は
や
め
ら
れ
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
来
年
１
月
１
３
日
に

は
、
東
久
留
米
市
で
ワ
ン
ワ
ー
ル
ド

フ
ェ
ス
タ
北
多
摩
を
開

催
す
る
。
メ
イ
ン
企
画

は
ピ
ア
ノ
の
崔
善
愛

（
チ
ェ
・
ソ
ン
エ
）
＆

チ
ェ
ロ
の
三
宅
進
の
ご

夫
婦
を
招
い
て
の
コ
ン

サ
ー
ト
だ
。
チ
ェ
さ
ん

は
北
九
州
市
で
生
ま

れ
、
在
日
コ
リ
ア
ン
牧

師
の
父
は
指
紋
押
捺
反

対
運
動
の
中
心
で
活

動
、
チ
ェ
さ
ん
自
身
も

押
捺
を
拒
否
し
、
再
入
国
許
可
証
が

発
給
さ
れ
な
い
ま
ま
米
国
に
音
楽
留

学
、
帰
国
と
永
住
権
獲
得
で
話
題
に

な
っ
た
方
だ
。
彼
女
の
演
奏
、
そ
し

て
ス
ピ
ー
チ
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
フ
ァ
ン

で
な
い
方
に
も
是
非
聴
い
て
い
た
だ

き
た
い
。
そ
の
他
、
タ
イ
ミ
ュ
ー
ジ

シ
ャ
ン
の
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
や
お
は
な
し

会
な
ど
丸
一
日
楽
し
め
る
企
画
を
た

く
さ
ん
用
意
し
て
い
る
。

都本部参加者の人形劇を観覧するラオス
の子どもたち

◆
私
の
ギ
タ
ー
人
生
◆
　
パ
ー
ト
３

東
京
に
出
て
き
た
１
８
歳
の
ま
だ

あ
ど
け
な
い
少
年
は
、
あ
る
日
街
で

「
ギ
タ
ー
教
室
」
の
看
板
を
見
つ
け

た
。
「
見
学
自
由
」
と
書
い
て
あ
っ

た
の
で
覘
い
て
み
た
。

生
徒
は
誰
も
い
な
く
て
先
生
ら
し

き
人
が
「
ど
う
ぞ
」
と
勧
め
る
の
で

座
っ
た
ら
ギ
タ
ー
を
よ
こ
し
て
弾
い

て
み
ろ
と
言
う
。
生
ま
れ
て
初
め
て

の
レ
ッ
ス
ン
と
い
う
わ
け
だ
。
何
を

弾
い
た
か
忘
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
そ

の
う
ち
「
そ
こ
は
も
っ
と
小
さ
く
」

と
言
う
。

ギ
タ
ー
な
ん
て
あ
ん
な
音
の
小
さ

な
楽
器
を
あ
え
て
小
さ
な
音
で
弾
く

な
ん
て
こ
と
は
、
自
慢
じ
ゃ
な
い
が

一
度
も
考
え
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。

そ
れ
ま
で
一
度
も
音
の
大
き
さ
を

意
識
し
て
弾
く
こ
と
の
な
か
っ
た
私

に
は
、
意
識
し
て
小
さ
く
弾
く
な
ん

て
こ
と
は
急
に
言
わ
れ
て
も
な
か
な

か
思
う
よ
う
に
出
来
な
か
っ
た
の
を

よ
く
覚
え
て
い
る
。

★★★★★
「
も
っ
と
小
さ
く
」

「
も
っ
と
小
さ
く
」

「
も
っ
と
小
さ
く
」

「
も
っ
と
小
さ
く
」

「
も
っ
と
小
さ
く
」   

   
   
   
   

―
　
初
め
て
の
レ
ッ
ス
ン

―
　
初
め
て
の
レ
ッ
ス
ン

―
　
初
め
て
の
レ
ッ
ス
ン

―
　
初
め
て
の
レ
ッ
ス
ン

―
　
初
め
て
の
レ
ッ
ス
ン

★
ピ
ア
ニ
ッ
シ
モ
、
そ
の
大
切
さ

と
大
変
さ

今
で
こ
そ
、
曲
想
の
表
現
に
は
音

量
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
欠
か
せ
な
い

演
奏
技
術
で
あ
る
こ
と
は
、
い
や
に

な
る
ほ
ど
分
か
っ
て
い
る
つ
も
り
だ

が
、
そ
の
と
き
は
そ
う
い
う
感
性
は

ま
っ
た
く
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
か
っ

た
。
あ
れ
か
ら
４
０
年
近
く
音
楽
を

や
っ
て
い
る
の
だ
が
、
つ
く
づ
く
思

う
の
は
歌
で
も
楽
器
で
も
最
も
難
し

い
の
が
ピ
ア
ニ
ッ
シ
モ
の
表
現
だ
。

つ
い
で
に
言
わ
せ
て
も
ら
う
と
「
ピ

ア
ノ
＝
『
弱
く
』
」
と
い
う
の
は
間

違
い
だ
と
思
う
。
「
弱
く
」
で
は
な

く
、
「
小
さ
く
」
が
正
し
い
。
ピ
ア

ニ
ッ
シ
モ
は
、
た
だ
音
が
小
さ
け
れ

ば
い
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
小

さ
く
、
な
お
か
つ
音
は
は
っ
き
り
と

（
か
す
れ
た
り
途
切
れ
た
り
し
な
い

で
）
十
分
歌
い
上
げ
る
こ
と
が
必
要

だ
。
そ
れ
に
は
最
大
の
集
中
力
と
緊

張
感
が
要
求
さ
れ
る
。
こ
れ
は
や
は 狭

石
　
利
美（
自
治
労
東
京
都
本
部
）

り
日
ご
ろ
の
練
習
で
意
識
的
に
取
り

組
ま
な
い
と
出
来
る
こ
と
で
は
な

い
。
こ
ん
な
大
切
な
こ
と
を
、
入
会

す
る
か
ど
う
か
も
分
か
ら
な
い
見
ず

知
ら
ず
の
一
少
年
に
教
え
て
く
れ
た

あ
の
教
師
に
は
、
顔
も
名
前
も
一
切

覚
え
て
い
な
い
が
今
で
も
深
く
感
謝

し
て
い
る
。

新
聞
販
売
店
に
住
み
込
み
な
が
ら

朝
夕
新
聞
を
配
り
、
昼
間
学
校
に
通

う
勤
労
学
生
に
と
っ
て
、
楽
器
の

レ
ッ
ス
ン
に
か
よ
う
時
間
的
経
済
的

余
裕
な
ど
あ
る
わ
け
が
な
く
、
そ
の

ギ
タ
ー
教
室
に
は
そ
の
と
き
以
来
一

度
も
行
く
こ
と
は
な
か
っ
た
。

し
か
し
そ
こ
で
学
ん
だ
「
意
識
的

に
ピ
ア
ノ
で
弾
く
」
と
い
う
こ
と
の

重
要
さ
は
、
「
そ
の
１
」
で
書
い
た

「
ア
ル
ハ
ン
ブ
ラ
が
独
奏
曲
」
の
発

見
と
同
じ
ほ
ど
の
「
目
か
ら
ウ
ロ

コ
」
で
あ
っ
た
。

★
フ
ラ
メ
ン
コ
へ
の
浮
気

そ
れ
か
ら
ま
た
、
相
変
わ
ら
ず
独

学
で
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
を
弾
い
て

い
た
の
だ
が
、
市
ヶ
谷
の
東
京
新
聞

販
売
店
に
い
た
と
き
だ
っ
た
。
同
じ

店
に
後
輩
が
入
っ
て
き
て
そ
の
彼
が

喫
茶
店
で
バ
イ
ト
（
新
聞
配
達
が
主

で
喫
茶
店
は
副
業
）
を
し
て
い
た
。

そ
の
店
に
、
プ
ロ
に
フ
ラ
メ
ン
コ
を

習
っ
て
い
た
先
輩
が
い
た
。
な
か
な

か
に
上
手
か
っ
た
の
で
、
そ
の
先
輩

の
ア
パ
ー
ト
に
通
っ
て
フ
ラ
メ
ン
コ

を
教
え
て
も
う
よ
う
に
な
っ
た
。
そ

の
う
ち
フ
ラ
メ
ン
コ
に
の
め
り
こ
ん

で
、
と
う
と
う
古
道
具
屋
で
フ
ラ
メ

ン
コ
ギ
タ
ー
も
買
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
れ
か
ら
数
年
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ

タ
ー
は
ほ
と
ん
ど
弾
く
こ
と
も
な

く
、
フ
ラ
メ
ン
コ
ば
か
り
弾
い
て
い

た
。
ラ
ス
ゲ
ア
ー
ド
に
耐
え
る
た
め

右
手
の
爪
に
は
ア
ロ
ン
ア
ル
フ
ァ
ー

（
瞬
間
強
力
接
着
剤
）
を
塗
り
た
く

り
（
も
ち
ろ
ん
女
性
の
マ
ニ
キ
ュ
ア

の
よ
う
に
出
来
る
だ
け
美
し
く
塗
っ

た
）
、
知
ら
な
い
人
か
ら
は
変
な
目

で
見
ら
れ
た
り
し
た
。

フ
ラ
メ
ン
コ
ギ
タ
ー
は
、
も
と
も

と
踊
り
の
伴
奏
と
し
て
伝
え
ら
れ
て

き
た
も
の
な
の
で
、
リ
ズ
ム
や
テ
ン

ポ
そ
し
て
音
の
歯
切
れ
の
よ
さ
が
特

に
重
要
視
さ
れ
る
。
―
（
続
く
）

（５）
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★
自
由
を
か
け
た
シ
リ
ポ
ー
ン

の
戦
い

音
協
会
員
の
皆
様
、
お
元
気
で
す

か
。
さ
て
、
い
つ
も
の
と
お
り
突
然

で
す
が
、
こ
こ
で
大
阪
の
問
題
で

す
。
大
阪
で
は
、
町
の
食
堂
の
壁
に

「
春
夏
冬
二
升
五
合
」
と
書
か
れ
た

紙
が
貼
っ
て
あ
る
の
を
よ
く
見
か
け

ま
す
。
で
は
、
こ
れ
は
い
っ
た
い
ど

う
い
う
意
味
で
し
ょ
う
か
？

今
年
の
夏
は
特
別
に
暑
く
て
、
私

は
１
０
月
頃
ま
で
半
袖
シ
ャ
ツ
を
着

て
い
ま
し
た
。
１
１
月
に
寒
波
が

や
っ
て
き
て
、
夏
服
か
ら
い
っ
き
ょ

に
冬
服
に
衣
替
え
を
し
ま
し
た
。
つ

ま
り
今
年
の
季
節
は
「
春
↓
夏
↓

冬
」
と
進
ん
で
し
ま
っ
た
わ
け
で
、

そ
れ
で
食
堂
の
壁
の
張
り
紙
を
思
い

出
し
た
と
い
う
わ
け
で
す
。

賢
明
な
音
協
会
員
の
皆
様
で
す
か

ら
、
も
う
お
わ
か
り
で
す
ね
。
そ
う

な
い
」
四
季
が
繁
盛
し
て
し
ま
っ
て

は
困
る
の
で
す
が
…
。

★
さ
て
、
今
回
も
タ
イ
に
関
す

る
音
楽
紀
行
で
す
。

タ
イ
に
住
ん
で
、
働
い
て
、
い
つ

も
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

れ
は
、
「
日
本
人
は
タ
イ
を
知
ら
な

い
」
「
タ
イ
人
は
日
本
を
知
ら
な

い
」
と
い
う
ギ
ャ
ッ
プ
で
す
。
昔
に

比
べ
れ
ば
情
報
量
は
豊
富
に
な
っ
た

の
で
す
が
、
そ
れ
で
も
、
そ
の
国
の

文
化
や
習
慣
を
根
っ
こ
か
ら
理
解
す

る
こ
と
は
難
し
い
、
と
つ
く
づ
く
感

じ
ま
す
。
そ
ん
な
文
化
ギ
ャ
ッ
プ
を

書
き
た
め
て
お
い
た
の
が
、
昨
年

「
タ
イ
の
骨
」
と
い
う
本
と
な
っ
て

出
版
さ
れ
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
（
ち
ょ
っ
と
宣
伝
で
し
た
）
。

と
い
う
わ
け
で
、
今
回
は
最
近
タ

イ
で
見
た
ニ
ュ
ー
ス
か
ら
拾
っ
た
も

の
で
す
。

タ
イ
に
シ
リ
ポ
ー
ン
と
い
う
女
子

 
◆
わ
が
ま
ま
音
楽
紀
行

「
タ
イ
の
骨
」
編
　
そ
の
３

宮
本
雄
一
郎
（
大
阪
市
在
住
）

明
日
に
向
か
っ
て
撃
て
！

ボ
ク
シ
ン
グ
の
選
手
が
い
ま
す
。

タ
イ
の
テ
レ
ビ
で
、
そ
の
タ
イ
ト

ル
戦
中
継
を
見
た
と
き
の
こ
と
で

す
。
ま
あ
、
女
子
ボ
ク
シ
ン
グ
と
い

う
程
度
の
こ
と
な
ら
別
に
驚
く
よ
う

な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
今
回
の
シ
リ
ポ
ー
ン
選
手
の
戦

い
は
、
ま
さ
に
特
別
で
し
た
。
何
が

特
別
か
？
　
何
も
か
も
で
す
。

ま
ず
、
場
所
で
す
。
シ
リ
ポ
ー
ン

選
手
の
試
合
は
女
子
刑
務
所
の
中
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
世
界
王
座
を
賭
け

た
試
合
が
、
で
す
。
Ｗ
Ｂ
Ｃ
女
子
ラ

イ
ト
フ
ラ
イ
級
の
タ
イ
ト
ル
・
マ
ッ

チ
が
、
刑
務
所
内
で
行
わ
れ
た
の
で

す
。次

に
選
手
で
す
。
い
っ
た
い
ど
う

し
て
普
通
の
リ
ン
グ
で
試
合
を
や
ら

な
い
の
か
？
　
そ
れ
は
、
シ
リ
ポ
ー

ン
選
手
が
受
刑
者
だ
か
ら
で
す
。
シ

リ
ポ
ー
ン
選
手
は
麻
薬
密
売
の
罪
で

テ
レ
ビ
を
見
る
タ
イ
の
人
々
は
、
当

然
シ
リ
ポ
ー
ン
選
手
を
応
援
し
ま

す
。
そ
し
て
、
試
合
は
シ
リ
ポ
ー
ン

選
手
の
圧
勝
に
終
わ
り
ま
し
た
。
そ

れ
か
ら
数
ヵ
月
後
、
シ
リ
ポ
ー
ン
選

手
は
約
束
ど
お
り
刑
務
所
を
出
所
し

ま
し
た
。
こ
れ
が
、
私
が
見
た
シ
リ

ポ
ー
ン
選
手
に
関
す
る
最
後
の

ニ
ュ
ー
ス
で
し
た
。

女
子
ボ
ク
シ
ン
グ
の
タ
イ
ト
ル
・

マ
ッ
チ
、
受
刑
者
の
挑
戦
、
刑
務
所

内
で
の
試
合
、
「
勝
て
ば
自
由
」
と

い
う
約
束
、
そ
し
て
勝
利
と
自
由
の

獲
得
。
そ
う
し
た
一
連
の
ニ
ュ
ー
ス

と
、
そ
れ
を
見
つ
め
る
タ
イ
の
人
々

の
反
応
。
そ
こ
に
は
、
タ
イ
と
い
う

国
の
思
い
が
け
な
い
魅
力
と
面
白
さ

が
出
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

自
由
で
あ
る
こ
と
を
何
よ
り
も
大

切
に
す
る
タ
イ
の
人
々
の
価
値
観
、

底
辺
に
置
か
れ
た
人
間
の
挑
戦
と
そ

れ
へ
の
同
情
、
法
も
越
え
る
あ
る
意

味
で
の
ル
ー
ズ
さ
、
な
ど
が
見
事
に

出
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
い

や
、
そ
の
も
っ
と
底
に
は
、
人
々
の

言
葉
に
な
ら
な
い
感
情
や
衝
動
が
流

れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
、

こ
の
地
に
歌
や
音
楽
が
生
ま
れ
、
歌

わ
れ
る
の
と
同
じ
素
地
な
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

ワットアルン

で
す
。
「
春
夏
冬
」
は

「
秋
が
な
い
」
、
つ
ま

り
「
商
い
」
で
す
。

「
二
升
五
合
」
は
「
枡

が
ふ
た
つ
と
半
分
」
つ

ま
り
「
枡
枡
半
升
」
で

す
か
ら
、
「
春
夏
冬
二

升
五
合
」
で
「
商
い
ま

す
ま
す
繁
盛
」
と
読
ん

で
く
れ
、
と
い
う
言
葉

の
し
ゃ
れ
な
の
で
す
。

そ
れ
に
し
て
も
地
球
温

暖
化
で
、
本
当
に
「
秋

じ
め
た
の
で
す
が
、
そ
れ
が
つ
い
に

世
界
タ
イ
ト
ル
に
挑
戦
す
る
ま
で
の

実
力
に
な
っ
た
と
い
う
わ
け
で
す
。

し
か
し
、
特
別
な
の
は
、
じ
つ
は

場
所
で
も
選
手
で
も
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
こ
の
試
合
が
ま
さ
に
特
別

だ
っ
た
の
は
、
シ
リ
ポ
ー
ン
選
手
が

こ
の
試
合
に
勝
て
ば
、
自
由
の
身
に

な
れ
る
、
と
い
う
約
束
に
あ
り
ま
し

た
。
Ｗ
Ｂ
Ｃ
女
子
ラ
イ
ト
フ
ラ
イ
級

の
タ
イ
ト
ル
・
マ
ッ
チ
が
、
同
時

に
、
シ
リ
ポ
ー
ン
選
手
が
出
所
で
き

る
か
ど
う
か
、
そ
の
自
由
を
賭
け
た

戦
い
だ
っ
た
の
で
す
。

シ
リ
ポ
ー
ン
選
手
は
短
い
髪
、
細

身
で
色
黒
の
身
体
、
見
た
と
こ
ろ
少

年
の
よ
う
な
印
象
を
与
え
る
選
手
で

し
た
。
対
戦
相
手
は
色
白
の
日
本
人

の
ア
ヤ
カ
。
テ
レ
ビ
は
、
選
手
と
関

係
者
だ
け
の
ガ
ラ
ン
と
し
た
刑
務
所

内
特
設
リ
ン
グ
を
映
し
出
し
ま
す
。

タイフェス

懲
役
１

０
年
の
刑

を
受
け
、

服
役
中
で

し
た
。
も

と
も
と
更

生
の
た
め

に
ボ
ク
シ

ン
グ
を
は
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日
音
協
（
日
本
音
楽
協
議
会
、
金
田
光

弘
理
事
長
代
行
）
は
、
十
一
月
十
日
、
総

評
会
館
で
第
四
十
三
回
定
期
総
会
を
開

催
、
「
私
た
ち
は
こ
の
一
年
間
を
か
け

て
、
新
た
な
運
動
体
と
し
て
出
発
す
る
準

備
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
す
る

活
動
方
針
な
ど
を
決
定
し
ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
、
金
田
理
事
長
代
行

（
林
野
労
組
中
央
執
行
委
員
）
は
、
第
四

十
回
の
音
楽
祭
の
成
功
に
向
け
て
、
各
単

組
、
支
部
、
サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ん
と
東
京

都
支
部
の
ご
協
力
に
感
謝
の
意
を
表
わ
し

た
後
、
「
日
音
協
と
し
て
今
ま
で
続
け
て

き
た
理
事
会
体
制
は
、
四
単
産
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
と
て
も
で
は
な
い
が
な
か
な

か
理
事
会
を
維
持
す
る
の
も
大
変
。
今
後

一
年
か
け
て
ど
う
い
っ
た
組
織
を
作
っ
て

い
く
の
か
、
各
支
部
の
活
動
を
ど
う
作
る

の
か
新
た
な
組
織
作
り
を
展
望
し
て
ほ
し

い
。労

働
組
合
と
の
関
係
は
中
央
単
産
と
の

関
係
を
ど
う
作
る
の
か
も
大
き
な
課
題
。

理
事
会
で
も
今
後
一
年
間
ど
う
い
う
運

営
、
か
か
わ
り
が
で
き
る
の
か
一
緒
に
論

議
し
た
い
。
今
後
の
日
音
協
の
活
動
、
一

人
ひ
と
り
が
ど
う
関
わ
る
の
か
、
支
部
活

動
を
ど
う
強
化
す
る
の
か
が
大
切
、
会
員

の
拡
大
も
大
き
な
課
題
。
今
回
の
総
会
で

今
後
の
運
動
を
ど
う
進
め
て
行
く
の
か
、

日
音
協
組
織
の
拡
大
を
ど
う
図
る
の
か
確

認
で
き
る
総
会
に
し
て
ほ
し
い
」
と
述
べ

ま
し
た
。

第
四
十
回
は
た
ら
く
も
の
の
音
楽
祭
の

総
括
を
含
む
、
一
年
間
の
総
括
が
承
認
さ

れ
た
後
、
天
羽
事
務
局
長
は
、
「
二
〇
〇

八
年
十
一
月
を
も
っ
て
日
本
音
楽
協
議
会

理
事
会
体
制
で
の
運
営
を
終
え
る
こ
と
に

な
っ
た
。
し
か
し
、
理
事
会
体
制
廃
止
後

も
自
ら
の
自
立
し
た
運
動
体
と
し
て
、
私

た
ち
は
新
た
な
決
意
を
持
っ
て
日
音
協
運

動
を
継
続
し
、
発
展
さ
せ
る
。
こ
の
一
年

間
に
お
い
て
、
理
事
会
に
代
わ
る
新
た
な

執
行
体
制
を
確
立
す
る
。
基
本
的
に
は
支

部
組
織
が
基
本
と
な
っ
て
支
部
の
代
表
者

又
は
支
部
か
ら
選
出
さ
れ
た
幹
事
を
も
っ

て
全
国
代
表
者
会
議
又
は
全
国
幹
事
会
を

構
成
し
、
理
事
会
に
代
わ
る
執
行
部
を
つ

く
り
、
運
動
を
支
え
て
い
く
。
こ
の
運
動

に
賛
意
を
持
つ
個
人
会
員
の
拡
大
を
図

る
。
今
年
度
か
ら
個
人
会
費
は
年
額
一
万

円
と
す
る
。
ま
た
、
健
全
財
政
を
構
築
す

る
た
め
に
支
出
の
削
減
を
図
る
。
機
関
紙

は
、
紙
面
に
よ
る
発
行
は
、
音
楽
祭
を
目

処
に
廃
止
し
、
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
発
行

に
切
り
替
え
る
」
な
ど
を
提
案
。
こ
れ
に

対
し
て
、
代
議
員
の
討
論
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。

「
来
年
の
総
会
で
執
行
権
を
も
っ
て
い

る
理
事
単
産
が
解
散
す
る
と
い
う
が
、
こ

れ
に
至
っ
た
経
過
は
明
ら
か
に
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
日
音
協
運
動
を
支
え
て
い
た

だ
い
た
四
単
産
、
理
事
に
感
謝
を
し
て
い

る
。
理
事
単
産
が
解
散
し
て
も
、
何
ら
か

の
形
で
私
た
ち
の
活
動
を
支
援
、
指
導
い

た
だ
き
た
い
。
日
音
協
の
今
後
の
全
国
幹

事
会
の
よ
う
な
態
勢
は
、
準
備
会
と
い
う

よ
う
な
も
の
で
一
年
間
議
論
し
、
方
針
を

提
起
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
」
（
東

京
）
。

「
総
会
は
こ
れ
か
ら
は
音
楽
祭
が
終

わ
っ
た
と
き
に
続
け
て
開
催
し
よ
う
と
い

う
話
も
全
国
代
表
者
会
議
で
さ
れ
た
が
、

ど
う
か
。
音
楽
祭
の
開
催
時
期
は
ど
う
す

る
の
か
。
機
関
紙
を
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
に

す
る
と
い
う
が
、
音
楽
祭
で
本
格
的
に
な

る
前
に
試
験
的
に
、
こ
ん
な
形
に
な
り
ま

す
よ
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
欲
し
い
」

（
青
森
）
。

「
執
行
機
関
と
し
て
の
理
事
会
は
な

く
す
と
い
う
が
、
労
働
組
合
に
日
音
協

の
応
援
団
に
な
っ
て
も
ら
う
こ
と
を

は
っ
き
り
す
べ
き
。
個
人
会
費
一
万
円

で
は
会
員
を
増
や
す
ハ
ー
ド
ル
は
高

い
。
全
国
代
表
者
会
議
で
議
論
し
て
、

総
会
に
は
す
と
ん
と
決
め
ら
れ
る
よ
う

に
お
願
い
し
た
い
」
（
林
野
労
組
）
。

「
会
費
が
一
万
円
に
な
る
が
、
個
人

会
員
の
総
会
で
の
位
置
づ
け
を
明
確
に

す
べ
き
。
労
働
組
合
は
会
員
で
な
く

な
っ
て
も
、
応
援
団
と
し
て
情
報
を
流

す
な
ど
支
援
し
て
も
ら
う
と
い
う
こ
と

が
で
き
な
い
か
」
（
岩
手
）

「
連
合
行
動
に
積
極
的
に
参
加
、
と

い
う
提
案
だ
が
、
中
央
メ
ー
デ
ー
は
千

葉
県
と
重
な
っ
て
い
る
。
千
葉
県
支
部

は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ユ
ニ
オ
ン
、
一
人

で
は
い
れ
る
労
働
組
合
で
、
日
音
協
の

う
た
を
一
生
懸
命
う
た
っ
て
い
る
。
あ

な
た
の
組
合
で
機
関
紙
を
と
れ
る
賛
助

会
員
に
な
り
ま
せ
ん
か
、
と
い
う
呼
び

か
け
を
」
（
千
葉
）

「
組
織
や
運
営
だ
け
で
な
く
内
面

的
、
理
念
、
精
神
性
を
検
討
し
て
い
た

だ
き
た
い
」
（
九
州
）

「
秋
田
音
楽
祭
に
つ
い
て
、
十
一
月

二
十
八
日
に
現
地
実
行
委
員
会
を
開
催

し
て
取
り
組
ん
で
行
く
。
オ
ー
プ
ン
ス

ペ
ー
ス
の
場
所
で
、
音
楽
を
や
る
形
。

内
輪
で
や
る
の
で
は
な
く
、
周
り
の
人

に
ア
ピ
ー
ル
す
る
形
に
し
た
い
。

ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
情
報
を
伝
え
て
い

日
音
協
第
４
２
回
定
期
総
会
報
告

松
本
敏
之
（
音
協
事
務
局
長
）

く
」
（
秋
田
）
。

こ
れ
に
対
し
て
、
天
羽
事
務
局
長
が
、

「
理
事
単
産
の
四
単
産
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

今
の
日
音
協
の
今
の
形
の
か
か
わ
り
を
維

持
し
て
行
く
こ
と
は
組
織
的
に
無
理
な
の

だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
理
事
会
解
散
後
の

執
行
体
制
は
、
来
年
決
め
る
こ
と
に
な
る

が
、
準
備
会
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
提
案

は
、
賛
成
。
今
後
は
、
自
治
労
音
協
な
ど

の
単
産
音
協
は
、
構
成
メ
ン
バ
ー
か
ら
同

意
を
得
て
日
音
協
の
単
産
音
協
支
部
と
し

て
登
録
し
て
ほ
し
い
」
「
来
年
以
後
の
労

働
組
合
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
理
事
会

の
中
で
、
い
や
も
う
こ
れ
で
き
れ
い
さ
っ

ぱ
り
よ
と
言
っ
て
い
る
組
織
ば
か
り
で
は

な
い
。
が
、
い
っ
た
ん
理
事
会
制
度
は
廃

止
す
る
と
い
う
こ
と
は
決
定
。
そ
の
後
の

労
働
組
合
と
の
関
係
は
こ
れ
か
ら
の
作
業

だ
」
な
ど
と
答
弁
。
活
動
方
針
は
圧
倒
的

な
賛
成
多
数
で
原
案
ど
お
り
決
定
さ
れ
ま

し
た
。

具
体
的
取
り
組
み
と
し
て
は
、
第
四
十

一
回
は
た
ら
く
も
の
の
音
楽
祭
は
、
二
〇

〇
八
年
五
月
三
十
一
日
、
六
月
一
日
の
日

程
で
秋
田
市
で
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
ブ
ロ
ッ
ク
合
宿
に
つ
い
て
も
、
引

き
続
き
開
催
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
ま

た
、
創
作
会
議
合
宿
を
開
催
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。
総
会
は
最
後
に
、
金
田
理
事

長
代
行
（
林
野
労
組
）
、
飯
島
事
務
局
長

を
は
じ
め
と
す
る
理
事
会
体
制
を
確
認
し

て
、
閉
会
し
ま
し
た
。
一
年
後
は
産
別
労

組
で
構
成
す
る
日
音
協
理
事
会
が
廃
止
さ

れ
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
自
治

労
と
日
音
協
と
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
し

て
い
く
か
、
私
た
ち
自
治
労
音
協
に
も
問

わ
れ
て
き
ま
す
。
そ
れ
は
、
自
治
労
と
の

正
式
な
関
係
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
ず
に

き
た
、
自
治
労
音
協
自
身
の
問
題
で
も
あ

り
ま
す
。
自
治
労
執
行
部
と
も
き
ち
ん
と

話
し
あ
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
新
し
い
日
音
協
が
き
ち
ん
と
活
動
で

き
る
た
め
に
、
日
音
協
会
員
の
拡
大
に
自

治
労
音
協
と
し
て
も
努
力
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
自
治
労
音
協
の
会
員
で
、
日
音

協
の
会
員
に
な
っ
て
い
な
い
人
は
、
年
会

費
１
万
円
は
決
し
て
安
く
あ
り
ま
せ
ん

が
、
音
楽
運
動
を
支
え
る
た
め
に
ぜ
ひ
こ

の
際
入
会
を
お
願
い
し
ま
す
。

同
時
に
、
独
自
の
組
織
と
し
て
の
自
治

労
音
協
の
ほ
か
に
、
い
わ
ば
日
音
協
自
治

労
音
協
支
部
み
た
い
な
も
の
を
立
ち
上
げ

る
こ
と
が
、
日
音
協
総
会
で
の
天
羽
事
務

局
長
発
言
と
し
て
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

い
わ
ば
、
二
枚
看
板
と
い
う
こ
と
に
な
る

で
し
ょ
う
が
、
積
極
的
に
受
け
止
め
て
、

自
治
労
音
協
の
幹
事
会
を
開
催
し
て
、
議

論
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
会

員
の
み
な
さ
ま
の
ご
意
見
、
ご
質
問
、
ご

批
判
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

「
最
初
に
」
と
書
き
ま
し
た
が
、
話
題

は
も
う
一
つ
で
終
わ
り
で
す
。

は
た
ら
く
も
の
の
音
楽
祭
の
日
程
も
決

ま
り
ま
し
た
か
ら
、
今
か
ら
、
参
加
体
制

を
整
え
て
、
新
し
い
日
音
協
の
発
足
に
つ

な
が
る
立
派
な
祭
典
と
し
て
成
功
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

音
協
会
員
の
日
音
協
へ
の
加
入
を
拡
大
し
よ
う
！

音
協
会
員
の
日
音
協
へ
の
加
入
を
拡
大
し
よ
う
！

音
協
会
員
の
日
音
協
へ
の
加
入
を
拡
大
し
よ
う
！

音
協
会
員
の
日
音
協
へ
の
加
入
を
拡
大
し
よ
う
！

音
協
会
員
の
日
音
協
へ
の
加
入
を
拡
大
し
よ
う
！
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勤
労
感
謝
の
日
で
あ
る
１
１
月

２
３
日
（
祝
）
に
、
私
の
地
元
で
あ

る
Ｊ
Ｒ
守
山
駅
に
隣
接
し
て
い
る
守

山
駅
前
総
合
案
内
所
の
フ
ロ
ア
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
、
午
後
２
時
か
ら
約
１

時
間
、
滋
賀
支
部
の
幹
事
で
あ
る
杉

本
秀
和
君
（
守
山
市
職
）
を
含
む
五

人
の
メ
ン
バ
ー
で
ラ
イ
ブ
を
行
な
い

ま
し
た
。

こ
の
駅
前
総
合
案
内
所
と
い
う
の

は
、
市
の
出
先
機
関
で
、
観
光
・
交

通
案
内
、
物
産
の
展
示
・
販
売
、
ま

た
住
民
票
等
の
各
種
証
明
の
交
付
も

行
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
案
内
所
の

フ
ロ
ア
で
、
昨
年
の
日
音
協
近
畿
支

部
で
出
演
し
た
の
に
引
き
続
き
、
今

年
も
ラ
イ
ブ
を
行
な
っ
た
訳
で
す

が
、
こ
の
日
は
滋
賀
で
も
か
な
り
寒

か
っ
た
の
で
、
野
外
で
は
な
く
室
内

で
よ
か
っ
た
と
出
演
者
一
同
ホ
ッ
と

し
て
い
ま
し
た
。

ま
ず
は
、
「
Ｄ
Ｅ
Ｐ
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｐ

Ｅ
」
の
コ
ピ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
で
あ
る
杉

本
君
の
「
凸
凹
（
で
こ
ぼ
こ
）
」
の

演
奏
で
始
ま
り
、
心
地
い
い
ア
コ
ー

ス
テ
ィ
ッ
ク
ギ
タ
ー
の
音
色
に
会
場

の
皆
さ
ん
も
ウ
ッ
ト
リ
し
て
い
ま
し

た
。
演
奏
だ
け
で
な
く
、
杉
本
君
の

Ｍ
Ｃ
が
お
も
し
ろ
く
、
観
客
の
心
を

わ
し
づ
か
み
で
す
。

次
に
、
私
の
ソ
ロ
コ
ー
ナ
ー
だ
っ

た
の
で
す
が
、
い
つ
も
の
よ
う
に
エ

レ
ア
コ
を
弾
き
な
が
ら
一
曲
歌
っ
た

あ
と
は
、
こ
の
日
の
目
玉
で
あ
る
私

の
独
唱
で
し
た
。
曲
は
勿
論
「
千
の

風
に
な
っ
て
」
で
す
。
ピ
ア
ノ
伴
奏

に
合
わ
せ
、
「
〜
わ
た
し
の
〜
お
墓

の
前
で
〜
」
と
歌
い
始
め
る
と
、
関

係
者
か
ら
は
、
笑
い
を
こ
ら
え
る
声

が
ク
ス
ク
ス
と
…
（
失
礼
し
ち
ゃ
う

な
〜
）
、
し
か
し
、
客
席
で
は
高
齢

の
女
性
の
方
た
ち
が
一
緒
に
歌
っ
て

く
れ
て
い
ま
し
た
。
本
当
に
、
「
千

の
風
に
な
っ
て
」
は
中
高
年
に
大
人

気
で
す
ね
。
ま
さ
に
、
き
み
ま
ろ
状

態
。

ま
た
、
何
を
隠
そ
う
私
は
高
校
時

代
コ
ー
ラ
ス
部
だ
っ
た
の
で
す
が
、

こ
の
よ
う
に
独
唱
し
た
の
は
今
回
が

始
め
て
で
し
た
。
お
陰
で
極
度
の
緊

張
に
よ
る
滝
の
よ
う
な
汗
が
、
滋
賀

で
も
か
な
り
寒
か
っ
た
一
日
を
全
く

感
じ
さ
せ
な
い
ス
テ
ー
ジ
と
な
っ
た

の
は
、
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
う
し
て
最
後
は
、
出
演
者
全
員

で
こ
の
日
の
た
め
に
練
習
し
た
往
年

の
名
曲
「
ガ
ン
ダ
ー
ラ
」
と
「
木
綿

の
ハ
ン
カ
チ
ー
フ
」
を
演
奏
し
、
駅

前
ラ
イ
ブ
を
終
了
し
ま
し
た
。

出
演
料
は
も
ら
え
な
い
が
、
会
場

代
を
取
ら
れ
な
い
。
市
の
広
報
誌

や
、
市
内
の
各
家
庭
に
流
れ
る
有
線

放
送
で
、
ラ
イ
ブ
の
告
知
を
し
て
も

ら
え
る
。
屋
内
ラ
イ
ブ
で
あ
る
が
、

駅
の
ロ
ー
タ
リ
ー
全
体
に
ラ
イ
ブ
の

音
を
流
し
て
も
ら
え
る
。
特
典
は
い

駅
前
で
ラ
イ
ブ
や
り
ま
し
た
♪

駅
前
で
ラ
イ
ブ
や
り
ま
し
た
♪

駅
前
で
ラ
イ
ブ
や
り
ま
し
た
♪

駅
前
で
ラ
イ
ブ
や
り
ま
し
た
♪

駅
前
で
ラ
イ
ブ
や
り
ま
し
た
♪

自
治
労
音
協
滋
賀
支
部
事
務
局
長
　
西
藤
安
彦
（
滋
賀
県
守
山
市
職
）

ろ
い
ろ
駅
前
総
合

案
内
所
、
今
後
も

利
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

「千の風になって」を歌う西藤さ
んはきみまろ状態でした。

☆
　
出
演
料
は
も
ら
え
な
い
が
、
会
場
代
を
取
ら
れ
な
い

「演奏だけでなくＭＣがおもしろ
い杉本君は観客の心をわしづかみ

石
川
加
鶴
子
さ
ん
の
笑
顔
と
美
行
さ
ん

の
家
庭
中
華
料
理
で
お
も
て
な
し
！

倶
知
安
駅
ま
で
お
迎
え
し
ま
す
！

パ
ウ
ダ
ー
ス
ノ
ー
の
ニ
セ
コ
ア
ン
ヌ
プ

リ
ス
キ
ー
場
は
格
別
で
す
！
裏
山
の
リ
フ

ト
が
お
部
屋
か
ら
も
見
え
ま
す
。
ペ
ン

シ
ョ
ン
の
真
正
面
に
見
え
る
羊
蹄
山
、
近

く
に
は
温
泉
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

夏
は
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
で
有
名
に
な
り
、

海
外
か
ら
の
お
客
さ
ん
も
増
え
ま
し
た
。

ペ
ン
シ
ョ
ン
あ
い
ら
ん
ど

０
１
３
６
（
２
３
）
４
３
２
２

蛭
田
郡
倶
知
安
町
字
山
田
１
６
３
ー
２

７

会員のみなさまのお越しをお待ち会員のみなさまのお越しをお待ち会員のみなさまのお越しをお待ち会員のみなさまのお越しをお待ち会員のみなさまのお越しをお待ち
しています！しています！しています！しています！しています！

（８）
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